
HACHIMAN作品はSCPの手によって作られている？
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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
捻
く
れ
主
人
公
の
代
名
詞
、
比
企
谷
八
幡
。

　
そ
ん
な
彼
が
ぶ
っ
壊
れ
性
能
を
得
て
活
躍
す
る
作
品
を
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｎ

と
言
う
。

　
何
故
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｎ
が
現
れ
る
の
か
、
そ
れ
に
は
あ
る
財
団
が
関
わ
っ
て

い
た
…
…
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Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
　
や
は
り
俺
は
異
世
界
で
も
本

物
を
求
め
る

　　
番
号
：
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
　
や
は
り
俺
は
異
世
界
で
も
本
物
を
求
め

る　
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
ク
ラ
ス
：
Ｅ
ｕ
ｃ
ｌ
ｉ
ｄ

　
収
容
：
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
は
、
サ
イ
ト
■
■
■
の
保
管
ロ
ッ
カ
ー
に

収
容
し
ま
す
。
万
が
一
読
む
際
に
は
、
必
ず
何
か
娯
楽
作
品
を
手
に
し
た
状
態

で
、
読
む
様
に
し
ま
す
。

　
説
明
：
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
は
、
一
冊
の
文
庫
本
の
姿
を
し
て
い
ま
す
。

表
紙
に
は
、
や
は
り
俺
の
青
春
ラ
ブ
コ
メ
は
間
違
っ
て
い
る
。
１
と
書
か
れ
、
十

代
後
半
で
あ
ろ
う
少
女
と
少
年
の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
財
団
の
調

査
に
よ
り
、
イ
ラ
ス
ト
、
タ
イ
ト
ル
が
一
致
す
る
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
（
以
下
、
文
庫

１
）
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
背
表
紙
は
文
庫
１
と
差
異
は
な
く
、
裏
面
は
文
庫

１
に
は
あ
る
バ
ー
コ
ー
ド
、
あ
ら
す
じ
、
レ
ー
ベ
ル
名
が
あ
り
ま
せ
ん
。
内
容
は
、

文
庫
１
と
全
く
差
異
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
の
異
常
性
は
、
他
の
娯
楽
作
品
を
手
に
し
た
状
態

で
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
内
容
が
全
く
異
な
る
物
に
変
化
す
る
事
で
す
。
内
容
は
、
殆

ど
が
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
内
の
登
場
人
物
が
他
の
娯
楽
作
品
に
現
れ
て
、

活
躍
を
す
る
と
い
う
も
の
に
な
り
ま
す
。
以
下
が
確
認
で
き
た
登
場
人
物
で
す
。

　
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ａ
：
や
た
ら
と
目
が
腐
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
少
年
。
容
姿
、
性
格
共
に
、
文
庫
１
の
主
人
公
、
比
企
谷
八
幡
に
似
て
い
ま

す
。

　
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ｂ
：
文
武
両
道
だ
が
不
器
用
な
少
女
。
容
姿
、

性
格
共
に
、
文
庫
１
の
ヒ
ロ
イ
ン
、
雪
ノ
下
雪
乃
に
似
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２

０
１
１
３
２
３
─
ａ
と
敵
対
ま
た
は
恋
仲
に
な
り
ま
す
。

　
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ｃ
：
八
方
美
人
の
所
が
あ
る
少
女
。
容
姿
、
性

格
共
に
、
文
庫
１
の
ヒ
ロ
イ
ン
、
由
比
ヶ
浜
結
衣
に
似
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２

０
１
１
３
２
３
─
ａ
と
敵
対
ま
た
は
恋
仲
に
な
り
ま
す
。

　
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ｄ
：
男
勝
り
の
女
性
の
教
員
。
容
姿
、
性
格
共
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に
、
文
庫
１
の
登
場
人
物
、
平
塚
静
に
似
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２

３
─
ａ
に
協
力
ま
た
は
断
罪
さ
れ
ま
す
。

　
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ｅ
：
女
性
的
な
姿
を
し
た
男
子
生
徒
。
容
姿
、

性
格
共
に
、
文
庫
１
の
登
場
人
物
、
戸
塚
彩
加
に
似
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０

１
１
３
２
３
─
ａ
に
協
力
的
で
す
。

　
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ｆ
：
ク
ラ
ス
で
最
も
慕
わ
れ
て
い
る
男
子
生

徒
。
容
姿
、
性
格
共
に
、
文
庫
１
の
登
場
人
物
、
葉
山
隼
人
に
似
て
い
ま
す
。
Ｓ

Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ａ
を
異
常
に
憎
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
を
読
破
す
る
と
、
一
部
の
被
験
者
は
文
庫

１
の
主
人
公
に
対
し
て
強
い
尊
敬
を
抱
き
、
甘
い
コ
ー
ヒ
ー
を
求
め
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
更
に
そ
の
傾
向
が
強
い
と
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ａ
を
崇

拝
、
そ
れ
以
外
を
見
下
し
、
常
に
斜
に
構
え
た
考
え
を
持
ち
、
小
説
を
書
い
た
り

す
る
な
ど
、
一
人
を
や
た
ら
と
好
む
様
に
な
り
ま
す
。

　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
実
験
記
録
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
Ａ

　
対
象
：
Ｄ
ク
ラ
ス
職
員

　
実
施
方
法
：
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
を
読
み
、
感
想
文
を
書
い
て
も
ら
い

ま
す
。

　
結
果
：
職
員
は
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ａ
に
対
し
て
強
い
尊
敬
を
抱
く

よ
う
に
な
り
、
甘
い
コ
ー
ヒ
ー
を
愛
飲
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
感
想
文
も
称

賛
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
に
よ
り
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３

２
３
と
文
庫
１
の
内
容
は
一
致
し
て
い
る
事
が
確
認
出
来
ま
し
た
。

　
実
験
記
録
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
Ｂ

　
対
象
：
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
を
持
っ
た
Ｄ
ク
ラ
ス
職
員

　
実
施
方
法
：
職
員
に
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
（
以
下
、
文
庫
２
）
を
持
っ
た
状
態
で
Ｓ

Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
を
読
み
、
感
想
文
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
文
庫
２

の
表
紙
に
は
ソ
ー
ド
ア
ー
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
結
果
：
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ａ
が
ゲ
ー
ム
の
世
界
に
囚
わ
れ
、
文
庫

２
の
ヒ
ロ
イ
ン
と
結
ば
れ
つ
つ
、
文
庫
２
の
主
人
公
と
協
力
し
て
黒
幕
を
討
ち
、

英
雄
に
な
る
話
に
な
り
ま
し
た
。
感
想
文
は
名
作
、
と
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。
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実
験
記
録
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
Ｃ

　
対
象
：
書
籍
化
さ
れ
た
ウ
ェ
ブ
小
説
を
持
っ
た
Ｄ
ク
ラ
ス
職
員
二
名

　
実
施
方
法
：
職
員
に
ウ
ェ
ブ
小
説
（
以
下
、
文
庫
３
）
を
持
っ
た
状
態
で
Ｓ
Ｃ

Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
を
読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
感
想
文
を
書
い
て
も
ら
い
、
比
較
し

て
も
ら
い
ま
す
。
文
庫
３
の
表
紙
に
は
魔
法
科
高
校
の
劣
等
生
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　
結
果
：
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ａ
が
有
名
な
家
系
の
生
ま
れ
で
あ
る
事

を
隠
し
て
、
文
庫
３
の
ヒ
ロ
イ
ン
と
仲
良
く
な
り
つ
つ
、
文
庫
３
の
主
人
公
と
渡

り
合
う
存
在
に
な
る
話
に
な
り
ま
し
た
。
感
想
文
は
文
庫
３
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
性

格
に
疑
問
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ａ
が
校
内
で
劣
等
生
の
烙
印
を

押
さ
れ
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ｂ
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ｃ
、

Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ｆ
に
嘲
笑
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
力
を
隠
し
て
お

り
、
そ
れ
を
知
る
文
庫
３
の
主
人
公
、
ヒ
ロ
イ
ン
達
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
も
の
で
し

た
。
感
想
文
は
、
嘲
笑
っ
た
三
人
を
笑
い
返
す
様
な
内
容
で
し
た
。

　
実
験
記
録
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
Ｄ

　
対
象
：
ア
イ
ド
ル
Ｃ
Ｄ
を
持
っ
た
Ｄ
ク
ラ
ス
職
員

　
実
施
方
法
：
職
員
に
ア
イ
ド
ル
の
Ｃ
Ｄ
（
以
下
、
Ｃ
Ｄ
１
）
を
持
っ
た
状
態
で

Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
を
読
み
、
感
想
文
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
Ｃ
Ｄ

１
の
角
に
は
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
!
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
結
果
：
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ａ
が
Ｃ
Ｄ
１
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
九

名
全
員
と
知
り
合
い
、
親
交
を
築
い
て
い
く
内
容
に
な
り
ま
し
た
。
感
想
文
は
、

ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
魅
力
と
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ａ
の
魅
力
で
埋

め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
実
験
記
録
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
Ｅ

　
対
象
：
ブ
ラ
ウ
ザ
ゲ
ー
ム
を
起
動
さ
せ
た
Ｐ
Ｃ
を
持
っ
た
Ｄ
ク
ラ
ス
職
員

　
実
施
方
法
：
職
員
に
ブ
ラ
ウ
ザ
ゲ
ー
ム
（
以
下
、
ゲ
ー
ム
１
）
を
持
っ
た
状
態

で
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
を
読
み
、
感
想
文
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
の
タ
イ
ト
ル
は
艦
隊
こ
れ
く
し
ょ
ん
で
す
。

　
結
果
：
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ａ
が
提
督
に
な
り
、
ゲ
ー
ム
１
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
ハ
ー
レ
ム
を
築
き
つ
つ
、
ゲ
ー
ム
１
内
の
敵
を
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
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３
２
３
─
ａ
が
倒
す
内
容
で
し
た
。
感
想
文
は
、
続
編
を
求
め
る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
実
験
記
録
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
Ｆ

　
対
象
：
ベ
ル
ト
型
の
玩
具
を
持
っ
た
Ｄ
ク
ラ
ス
職
員

　
実
施
方
法
：
職
員
に
ベ
ル
ト
（
以
下
、
玩
具
１
）
を
持
っ
た
状
態
で
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─

２
０
１
１
３
２
３
を
読
み
、
感
想
文
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
玩
具
１
は
仮
面

ラ
イ
ダ
ー
と
い
う
番
組
内
に
出
る
物
で
す
。

　
結
果
：
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ａ
が
ベ
ル
ト
を
使
い
、
そ
の
ラ
イ
ダ
ー

に
変
身
し
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ｂ
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─

ｃ
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ｅ
と
協
力
し
て
怪
人
と
な
っ
た
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２

０
１
１
３
２
３
─
ｄ
、
黒
幕
で
あ
る
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
ｆ
を
討
つ
内

容
に
な
り
ま
し
た
。
感
想
文
は
、
ラ
イ
ダ
ー
の
思
い
出
を
壊
さ
れ
か
け
た
と
嘆
く

内
容
で
し
た
。

　
実
験
記
録
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
Ｇ

　
対
象
：
文
庫
２
、
文
庫
３
、
Ｃ
Ｄ
１
、
ゲ
ー
ム
１
、
玩
具
１
を
持
っ
た
Ｄ
ク
ラ

ス
職
員

　
実
施
方
法
：
職
員
に
文
庫
２
、
文
庫
３
、
Ｃ
Ｄ
１
、
ゲ
ー
ム
１
、
玩
具
１
を
持
っ

た
状
態
で
実
験
記
録
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
を
読
み
、
感
想
文
を
書
い
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
結
果
：﹇
削
除
済
み
﹈。
感
想
文
は
﹇
削
除
済
み
﹈。

　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
対
象
：
Ｄ
ク
ラ
ス
職
員

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
ワ
タ
ル
博
士

　
補
足
：
こ
の
職
員
は
実
験
記
録
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
─
Ａ
の
被
験
者
で

す
。

〈
録
音
開
始
〉

　
ワ
タ
ル
博
士
：
こ
れ
よ
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
開
始
し
ま
す

　
Ｄ
ク
ラ
ス
職
員
（
以
下
、
職
員
）：
な
あ
、
本
当
に
や
る
必
要
あ
る
の
か
?

　
ワ
タ
ル
博
士
：
あ
あ
、
君
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
知
る
必
要
が
あ
る
か
ら
ね
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職
員
：
知
っ
て
ど
う
す
る
ん
だ
?

　
ワ
タ
ル
博
士
：
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
の
参
考
に
す
る
の
さ

　
職
員
：
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
じ
ゃ
な
く
て
、
八
幡
。
訂
正
し
ろ

　
ワ
タ
ル
博
士
：
そ
れ
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
の
登
場
人
物
だ
ろ
う

　
職
員
：
あ
れ
は
八
幡
だ
!
そ
し
て
俺
自
身
も
!

　
ワ
タ
ル
博
士
：
あ
ー
…
…
君
は
そ
れ
だ
け
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
に
夢
中

に
な
っ
て
い
る
の
は
分
か
っ
た
。
普
段
は
何
し
て
い
る
?

　
職
員
：
一
人
で
小
説
を
書
い
た
り
し
て
い
る

　
ワ
タ
ル
博
士
：
ど
ん
な
内
容
だ
い
?

　
職
員
：
皆
の
英
雄
、
八
幡
が
愛
さ
れ
て
、
愛
す
る
話
だ
!

　
ワ
タ
ル
博
士
：
…
…
そ
れ
は
今
持
っ
て
い
る
の
か
い
?
あ
る
な
ら
見
せ
て
欲
し

い　
職
員
：
勿
論
。
最
も
ま
だ
未
完
成
だ
が

　
ワ
タ
ル
博
士
：
＜
渡
さ
れ
た
原
稿
を
め
く
る
音
＞

　
ワ
タ
ル
博
士
：
…
…
Ｄ
─
■
■
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
を
慕
う
の
は
い

い
が
、
何
も
他
の
人
や
他
作
品
の
人
物
を
貶
す
必
要
は
無
い
だ
ろ
う
?

　
職
員
：
は
?
こ
い
つ
ら
は
悪
人
だ
か
ら
当
然
の
仕
打
ち
を
し
た
だ
け
、
そ
れ
と

も
博
士
、
こ
ん
な
奴
ら
の
味
方
な
ん
か
す
る
の
か
?

　
ワ
タ
ル
博
士
：
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
私
が
言
い
た
い
の
は
、
貶
す
必
要
性
は
あ
る

の
か
と
い
う
事
だ
。
ま
し
て
や
何
故
、
他
作
品
ま
で
巻
き
込
む
?

　
職
員
：
無
能
ば
か
り
だ
か
ら
だ
!
八
幡
が
い
れ
ば
ど
ん
な
バ
ッ
ド
エ
ン
ド
も
必

ず
救
わ
れ
る
!
誰
で
も
英
雄
に
な
れ
る
!

　
ワ
タ
ル
博
士
：
…
…
私
に
は
質
の
低
い
喜
劇
に
し
か
見
え
な
い
け
ど
ね

　
職
員
：
博
士
っ
て
本
当
に
バ
カ
で
す
ね
ぇ
!
八
幡
は
ね
ぇ
!
ク
ー
ル
で
マ
ク
ロ

な
視
点
を
持
っ
て
て
、
誰
よ
り
も
大
人
な
ん
だ
よ
!
財
団
ど
も
が
足
元
に
も
及
ば

な
い
ほ
ど
に
ね
!

　
ワ
タ
ル
博
士
：
Ｄ
─
■
■
!
何
故
そ
こ
ま
で
自
分
の
事
の
様
に
怒
る
!?

　
職
員
：
八
幡
の
愚
弄
は
俺
へ
の
愚
弄
で
も
あ
る
ん
だ
よ
!
＜
立
ち
上
が
り
、
椅

子
を
蹴
っ
飛
ば
す
音
＞

　
ワ
タ
ル
博
士
：
Ｄ
─
■
■
!
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
ま
だ
続
い
て
い
る
!

　
職
員
：
ア
ン
タ
に
す
ぐ
に
で
も
教
え
て
や
る
よ
!
八
幡
の
偉
大
さ
を
ね
!
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ワ
タ
ル
博
士
：
待
ち
な
さ
い
!
＜
Ｄ
─
■
■
が
ド
ア
を
開
け
て
出
て
行
く
音
＞

…
…
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
了
す
る

　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
事
案
：
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
、
Ｄ
─
■
■
が
執
筆
し
て
い
た
作
品
を
完
成
さ
せ
そ

れ
を
財
団
内
に
ば
ら
撒
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
読
ん
で
し
ま
っ
た
Ｄ
ク
ラ
ス
職

員
７
名
、
博
士
２
名
が
Ｄ
─
■
■
と
同
じ
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
全
員
が
Ｂ
ク
ラ

ス
記
憶
処
理
を
施
さ
れ
復
帰
、
Ｄ
─
■
■
の
作
品
は
焼
却
処
分
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
こ
れ
以
降
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
を
読
む
際
に
は
必
ず
何
か
し
ら
の
娯

楽
作
品
を
持
っ
た
状
態
で
行
う
事
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
補
遺
：
私
は
文
庫
１
を
仕
事
で
全
て
読
ん
だ
の
だ
が
、
そ
の
中
で
主
人
公
が
本

物
が
欲
し
い
と
語
る
シ
ー
ン
が
あ
る
ん
だ
…
…
も
し
か
し
た
ら
こ
の
Ｓ
Ｃ
Ｐ
は
、

我
々
や
他
作
品
か
ら
自
分
と
心
か
ら
分
か
り
あ
え
る
存
在
を
探
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
─
─
─
─
─
ワ
タ
ル
博
士
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Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
７
２
５
　
こ
の
投
稿
サ
イ
ト
が
す
ご
い

!　　
番
号
：
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
７
２
５
　
こ
の
投
稿
サ
イ
ト
が
す
ご
い
!

　
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
ク
ラ
ス
：
Ｅ
ｕ
ｃ
ｌ
ｉ
ｄ

　
収
容
：
２
４
時
間
ご
と
に
、
サ
イ
ト
の
ア
ク
セ
ス
数
、
投
稿
さ
れ
た
作
品
数
を

数
え
て
下
さ
い
。
こ
の
際
、
投
稿
さ
れ
た
作
品
を
読
ま
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。
ま
た
、
カ
バ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
「
有
害
ウ
イ
ル
ス
サ
イ
ト
」
を
流
布
し
て
財
団

内
の
Ｐ
Ｃ
以
外
で
は
ア
ク
セ
ス
し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
説
明
：
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
７
２
５
は
、
一
つ
の
会
員
制
の
ｗ
ｅ
ｂ
小
説
投
稿

サ
イ
ト
で
す
。
正
式
名
称
は
■
■
■
■
■
■
■
■
■
で
、
２
０
■
■
年
に
設
立
さ

れ
、
現
在
は
■
■
■
■
■
名
の
会
員
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１

１
７
２
５
内
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
小
説
５
３
件
、
や
は
り
俺
の
青
春
ラ
ブ
コ
メ

は
ま
ち
が
っ
て
い
る
。
の
二
次
創
作
が﹇
削
除
済
み
﹈件
存
在
し
ま
す
。
ま
た
、こ

れ
以
外
の
作
品
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
管
理
人
の
名
前
は
■
■
■
■
で

投
稿
ペ
ー
ジ
以
外
に
も
ラ
ン
キ
ン
グ
、感
想
ペ
ー
ジ
、検
索
ペ
ー
ジ
と
い
っ
た
、通

常
の
ｗ
ｅ
ｂ
小
説
投
稿
サ
イ
ト
と
差
異
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
二
次
創
作
に

は
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
と
同
じ
効
果
を
持
っ
て
い
る
事
か
ら
、
強
い
ミ
ー

ム
性
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
確
立
し
て
い
る
ア
ク
セ
ス
す
る
方

法
は
、
突
然
こ
の
サ
イ
ト
に
飛
ば
さ
れ
る
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
を
手
に

し
た
状
態
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ
ウ
ザ
を
開
く
と
飛
ば
さ
れ
る
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で

直
接
ア
ク
セ
ス
す
る
の
み
で
す
。
投
稿
者
、
管
理
人
に
メ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た

が
、
反
応
は
無
く
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
い
発
信
場
所
を
特
定
し
よ
う
と
し
ま
し

た
が
、
全
て
失
敗
に
終
わ
っ
て
ま
す
。
現
在
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
の

関
連
性
を
調
べ
て
い
ま
す
。

　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
事
案
：
ワ
タ
ル
博
士
が
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
７
２
５
内
に
あ
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
作
品
を
読
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
の
効
果
が
現
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
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オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
が
数
件
だ
が
投
稿
さ
れ
て
い
る
所
を
見
る
と
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─

２
０
１
１
７
２
５
は
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
３
２
３
が
現
れ
な
け
れ
ば
、
普
通
の
ｗ

ｅ
ｂ
小
説
投
稿
サ
イ
ト
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
─
─
─
─
─
ワ
タ
ル
博
士

　
補
填
：
他
の
Ｓ
Ｃ
Ｐ
の
調
査
の
際
に
、
入
っ
た
古
本
屋
に
て
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１

１
３
２
３
が
発
見
さ
れ
、
回
収
し
ま
し
た
。
こ
の
事
か
ら
、
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１

３
２
３
が
複
数
存
在
す
る
可
能
性
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
補
填
２
：
調
査
の
際
に
Ｓ
Ｃ
Ｐ
─
２
０
１
１
７
２
５
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
書
き
込
ま
れ

た
ブ
ロ
グ
を
発
見
し
ま
し
た
。
現
在
は
更
新
が
止
ま
っ
て
お
り
、
Ｄ
ク
ラ
ス
職
員

が
発
信
場
所
で
あ
る
千
葉
県
■
■
■
■
■
■
市
の
一
軒
家
に
向
か
い
ま
し
た
が

更
地
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
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Ｔ
ａ
ｌ
ｅ
：
と
あ
る
読
者
の
記
録
（
ク
ロ
ニ
ク
ル
）

　　
５
月
１
６
日
　
初
め
ま
し
て
!

　
初
め
ま
し
て
、
■
■
■
■
と
言
い
ま
す
!
今
日
か
ら
ブ
ロ
グ
を
始
め
ま
す
!

　
こ
こ
で
は
、
僕
の
好
き
な
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
紹
介
、
レ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
!

　
ま
だ
至
ら
ぬ
所
が
あ
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
!

　
感
想
（
１
）

　
初
め
ま
し
て
、
■
■
■
■
さ
ん
。
僕
も
ラ
ノ
ベ
が
好
き
な
の
で
、
お
互
い
に
い

い
作
品
を
探
し
ま
し
ょ
う
ね
。

　
ｒ
ｅ
：
こ
ち
ら
こ
そ
初
め
ま
し
て
!
お
互
い
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
!

　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
５
月
１
７
日
　
記
念
す
べ
き
一
作
目
!

　
■
■
■
■
で
す
!

　
今
日
は
昨
日
言
っ
た
通
り
、
早
速
僕
の
お
す
す
め
の
ラ
ノ
ベ
を
紹
介
し
ま
す
!

「
俺
は
実
は
選
ば
れ
し
も
の
で
異
世
界
と
現
実
を
救
う
為
に
行
き
来
す
る
事
に

な
っ
た
ん
だ
が
!?
」

　
タ
イ
ト
ル
で
酷
く
感
じ
ま
す
が
、
文
字
通
り
主
人
公
が
二
つ
の
世
界
を
行
き
来

す
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
中
の
見
ど
こ
ろ
は
、
現
実
で
見
た
聞
い
た
知
識
が
異
世
界
で
活
躍
!
そ
の

逆
も
し
か
り
!
な
所
で
。

　
ス
ト
ー
リ
ー
も
意
外
に
も
王
道
を
行
く
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
!

　
今
回
は
１
０
点
満
点
中
、
８
点
で
!

　
今
回
は
、
初
め
て
だ
っ
た
の
で
至
ら
ぬ
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
読

ん
で
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!

　
感
想
（
１
）

　
タ
イ
ト
ル
で
避
け
て
い
た
の
で
す
が
、
意
外
と
面
白
そ
う
で
す
ね
…
…
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
!

　
ｒ
ｅ
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
!

　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
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─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　　
７
月
１
２
日
　
最
後
に
お
知
ら
せ
も
あ
る
よ
!

　
■
■
■
■
で
す
!

　
今
回
、
レ
ビ
ュ
ー
す
る
の
は
こ
ち
ら
!

『
異
世
界
を
チ
ー
ト
コ
ー
ド
で
変
え
て
い
く
!
』

　
あ
ら
す
じ
は
主
人
公
が
異
世
界
に
転
移
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
時
得
た
能
力
は

文
字
通
り
、
プ
ロ
○
ク
の
様
に
設
定
や
ド
ロ
ッ
プ
率
、
金
、
果
て
に
は
、
敵
の
強

さ
、
性
別
と
最
早
な
ん
で
も
あ
り
な
い
い
意
味
で
滅
茶
苦
茶
な
一
作
で
す
。

　
流
れ
は
、
魔
王
を
討
つ
為
に
旅
に
で
て
最
後
は
傲
慢
貴
族
が
女
体
化
さ
せ
ら
れ

て
奴
隷
落
ち
す
る
と
い
う
衝
撃
的
な
も
の
で
し
た
が
…
…

　
あ
と
が
き
で
は
作
者
さ
ん
曰
く
、
全
体
の
流
れ
は
既
に
決
ま
っ
て
い
る
ら
し

く
、
巻
を
重
ね
る
に
つ
け
て
チ
ー
ト
に
よ
る
話
の
破
綻
が
起
き
て
い
く
所
が
一
番

の
見
せ
場
だ
そ
う
で
す
。
今
回
は
１
０
点
満
点
中
、
７
点
で
!

　
因
み
に
次
に
レ
ビ
ュ
ー
す
る
作
品
は
既
に
決
ま
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。

　
友
人
が
ラ
ノ
ベ
に
対
す
る
感
覚
が
変
わ
る
最
高
傑
作
だ
と
強
く
薦
め
ら
れ
た

の
で
そ
ち
ら
を
読
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
!

　
感
想
（
１
）

　
次
回
は
決
ま
っ
て
い
る
と
の
事
な
の
で
、
期
待
し
て
い
ま
す
!

　
ｒ
ｅ
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
!

　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
７
月
１
５
日
　
大
絶
賛
!!

　
■
■
■
■
で
す
!

　
先
日
、
薦
め
て
も
ら
っ
た
作
品
、『
や
は
り
俺
の
青
春
ラ
ブ
コ
メ
は
ま
ち
が
っ
て

い
る
。』
通
称
、
俺
ガ
イ
ル
を
読
ん
だ
の
で
す
が
、
こ
れ
は
本
当
に
凄
い
!

　
ま
ず
主
人
公
が
少
し
変
わ
っ
て
い
る
!
彼
は
幼
少
期
色
々
あ
っ
て
予
想
以
上

の
捻
く
れ
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
そ
の
主
人
公
が
先
生
に
作
文
を
提
出

す
る
の
で
す
が
そ
れ
が
ま
た
秀
逸
!
そ
の
後
、
彼
は
奉
仕
部
と
い
う
変
わ
っ
た
部

に
入
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
魅
力
的
な
女
生
徒
と
会
い
ま
す
。
で
も
恋
愛
的
な
気

配
は
無
し
!
あ
り
そ
う
で
実
は
無
か
っ
た
展
開
で
す
ね
!
個
性
的
な
人
物
も
ま
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た
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
!
依
頼
を
解
決
す
る
ご
と
に
動
く
人
間
関
係
!

　
読
破
後
に
は
、
書
店
に
行
き
最
新
刊
ま
で
買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
よ
!

　
は
っ
き
り
言
い
ま
す
!
こ
れ
を
読
ん
だ
ら
世
界
が
変
わ
り
ま
す
。
僕
も
い
ま

ま
で
下
ら
な
い
も
の
に
ど
れ
だ
け
関
わ
っ
て
い
た
の
か
酷
く
痛
感
し
ま
し
た
!

　
感
想
（
１
）

　
■
■
■
■
さ
ん
が
こ
こ
ま
で
強
く
推
す
と
は
…
…
僕
も
是
非
探
し
て
読
ん
で

み
ま
す
ね
!

　
ｒ
ｅ
：
は
い
!!
絶
対
に
見
て
く
だ
さ
い
ね
!

　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
８
月
２
２
日
　
ひ
ど
い

　
■
■
■
■
で
す

　
最
近
の
ラ
ノ
ベ
っ
て
陳
腐
で
す
よ
ね
。
今
回
紹
介
す
る
こ
ち
ら
と
か
は
特
に

!『
絶
対
王
者
』

　
タ
イ
ト
ル
と
か
、
文
章
系
は
キ
モ
い
か
ら
シ
ン
プ
ル
に
い
こ
う
と
し
て
滑
っ
た

感
が
凄
ま
じ
い
し
、
内
容
は
冴
え
な
い
主
人
公
が
人
か
ら
助
け
ら
れ
て
ば
か
り
だ

し
、
そ
の
上
無
条
件
に
モ
テ
る
だ
け
。
そ
の
癖
主
人
公
は
何
も
し
な
い
他
力
本
願

の
反
吐
が
出
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
１
０
点
満
点
中
、
０
点
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
感
想
（
１
）

　
失
礼
で
す
が
、
■
■
■
■
さ
ん
は
本
当
に
こ
れ
を
読
み
ま
し
た
か
?
冴
え
な
い

の
は
と
も
か
く
、
何
も
し
て
い
な
い
は
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?

　
ｒ
ｅ
：
信
者
さ
ん
の
感
想
は
一
切
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
１
０
月
３
０
日
　
気
に
な
る
…
…

　
■
■
■
■
で
す

　
最
近
、
新
し
い
ｗ
ｅ
ｂ
小
説
投
稿
サ
イ
ト
が
出
来
た
そ
う
で
す
ね
。

　
他
の
サ
イ
ト
み
た
く
、
異
世
界
ま
み
れ
に
な
ら
な
き
ゃ
い
い
ん
で
す
が
…
…

　
今
回
紹
介
す
る
の
は
『
ブ
レ
イ
ド
・
ス
パ
ー
ダ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
』
つ
い
先
日
、
ア
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ニ
メ
で
二
期
が
始
ま
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
が
は
っ
き
り
い
っ
て
何
で
こ
ん
な
オ

タ
ク
の
自
己
投
影
駄
作
が
ラ
ノ
ベ
の
看
板
を
背
負
っ
て
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ

ん
。

　
一
言
で
言
う
な
ら
、
中
身
の
無
い
、
知
能
の
無
い
中
高
生
御
用
達
の
ゴ
ミ
で
す

ね
!

　
今
回
も
１
０
点
満
点
中
、
０
点
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
で
も
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
ア
リ
ー
は
才
色
兼
備
で
大
和
撫
子
な
人
な
の
で
、
主
人
公

な
ん
か
よ
り
八
幡
と
並
べ
た
方
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い
る
!

　
ハ
チ
ア
リ
最
高
!

　
感
想
（
１
）

　
で
も
、
主
人
公
も
辛
い
目
に
あ
っ
て
る
か
ら
…
…
（
自
分
が
泥
を
被
る
。
親
し

い
人
を
死
な
せ
て
し
ま
う
。
寝
取
ら
れ
か
け
る
。
正
当
防
衛
で
人
を
殺
す
。
死

に
か
け
る
。
廃
人
化
）

　
ｒ
ｅ
：
ア
レ
、
そ
ん
な
事
に
な
っ
て
た
ん
だ
。
廃
人
に
な
っ
て
当
然
だ
な
。
八

幡
な
ら
誰
も
犠
牲
に
し
な
い
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
、
自
分
を
犠
牲
に
し
て
で

も
皆
を
救
う
英
雄
だ
か
ら
、
そ
の
辺
の
英
雄
モ
ド
キ
と
一
緒
く
た
に
し
な
い
で
欲

し
い
。
そ
れ
に
死
に
か
け
る
っ
て
、
ど
う
せ
主
人
公
補
正
で
助
か
っ
た
ん
で
し
ょ

?
八
幡
は
そ
ん
な
の
無
く
て
も
問
題
無
い
か
ら
。
こ
れ
だ
か
ら
信
者
は
…
…

　
ｒ
ｅ
：
ｒ
ｅ
：
最
近
の
■
■
■
■
さ
ん
…
…
嫌
い
だ
な
…
…

　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
１
１
月
１
７
日
　【
悲
報
】
最
近
の
ラ
ノ
ベ
、
最
低
最
悪

　
■
■
■
■
で
す

　
こ
の
ブ
ロ
グ
を
い
い
加
減
止
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
ラ
ノ
ベ
は
ど
れ
も
こ
れ
も
お
な
じ
話
で
そ
の
上
つ
ま
ら
な
い
!
昔
の

ラ
ノ
ベ
は
名
作
ぞ
ろ
い
で
最
高
な
の
に
…
…
は
っ
き
り
い
っ
て
文
字
の
羅
列
だ

け
だ
か
ら
俺
で
も
書
け
そ
う
。

　
僕
が
あ
の
作
品
を
気
に
入
っ
た
の
は
最
近
の
も
の
な
の
に
、
昔
の
ラ
ノ
ベ
の
様

な
感
じ
が
し
た
か
ら
で
す
。

　
い
え
、
あ
れ
は
ラ
ノ
ベ
と
か
い
う
陳
腐
な
も
の
で
は
な
く
純
文
学
で
す
ね
!

　
で
は
最
後
に
、
次
の
更
新
が
恐
ら
く
最
後
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
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─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
１
１
月
１
９
日
　
こ
う
し
て
彼
ら
の
執
筆
ラ
イ
フ
が
始
ま
る
。

　
■
■
■
■
で
す

　
も
う
ク
ソ
ラ
ノ
ベ
を
読
む
の
が
嫌
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
僕
も
二
次
創
作
で
す
が
作
品
を
書
き
ま
し
た
。
以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら

見
れ
ま
す
の
で
是
非
見
て
く
だ
さ
い
ね
!

　
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ
：
／
／
﹇
編
集
済
み
﹈

　
感
想
（
１
）

　
執
筆
を
始
め
た
ん
で
す
ね
…
…
取
り
敢
え
ず
読
ん
で
み
ま
す
ね
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